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平成 30年度 事業活動の概況 
 

理事長 苅部 一夫 

 

理事、監事、評議員の皆様におかれましては、日頃よりご支援とご厚情を賜り心より感謝申し上

げます。 

さて、平成 30 年度の決算を終えましたので、事業活動の概況をご報告申し上げます。 

平成 30 年度は、報酬制度が改正され、収入の減額が心配されましたが、各施設の努力もあって

大きな減収とはなりませんでした。世の中全般的に人手不足が叫ばれており、人材確保が難しい状

況ではありましたが、龍鳳では幸いにも離職率が下がり、採用人数も増えたことから比較的安定し

た運営ができた一年であったと考えます。 

本部の取り組みとして重点を置いたのは、今後の法人の将来を見据えて、新規事業展開を模索し

てきたことです。共生社会の実現に向けた多世代型の地域づくりと障害者福祉サービスの連携を目

指して、先進的な取り組みを行っている法人経営や、国が進めているスマートウェルネス事業を実

施している施設を視察するなど精力的に経営手法と資金づくりのノウハウを学んできました。検討

候補地もありましたが具体的な立案には至らず、今後も引き続き優良な候補地を探していこうと考

えます。 

昨年度末時点での福祉充実計画予算の執行については、今年度は念願であったたんぽぽ建物の所

有権移転が執行されました。予算額より低額であったため、財務の健全化が図れた一要因であった

と思います。しかし、今後は大規模修繕が必要なことから、引き続き補助金なども活用しながら収

支バランスを注視していきたいと思います。 

働き方改革では、特に残業を減らす取り組みを実施してきました。その結果、たんぽぽでの残業

時間が大幅に改善され、法人全体としても昨年比で改善されました。そこで、３月には特別賞与を

支給することができ、その結果同業種の他法人と比べても年間所得額は高い水準になったと評価し

ています。さらに、職員の働きやすさや子育て支援を行うために、職員住宅制度の開始、インフル

エンザ予防接種費用の補助などの制度改革を行いました。昨年度に導入された「条件付正規職員」

制度を利用し「子育て」「自身の病気」の理由で「勤務地限定」で働いている職員が 4 名います。 

財務状況は、法人全体として概ね良好と言えます。しかし、主な黒字は「こぶし」の入所支援と

生活介護事業であり、就労継続支援 B 型の「たんぽぽ」は改善が見えたものの「清瀬事業所」の収

支は依然厳しい状況にあります。清瀬事業所単体としては、まだ赤字となっていますし、「たんぽぽ」

も平成 31 年度予算では、収支バランスが厳しい状況です。これは、人手不足に備えるため、また

新規事業に取り組むための余裕ある人員確保に注力してきたからです。 

平成 31 年度は、さらに龍鳳が安定した質の高いサービスを提供できるように①利用者増②職員

増③工賃増を目標に掲げる外、高齢化対応の施設の開設を目指した準備を進めていこうと思います。 
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１、 本部の取り組み 

＜練馬施設（たんぽぽ建物）の購入＞ 

昨年より練馬区と協議を進めてきたたんぽ

ぽ建物の購入について 6 月に売買契約を無事

締結した。併せて、同敷地の土地賃借について

現在たんぽぽが行っている事業継続すること

で引き続き練馬区との 10 年間の無償契約に

て更新している。 

たんぽぽ運営開始以来、法人が目指してい

た建物購入という一つの目標を達成し、利用者

支援の新たな取り組みと地域交流の場として

活用するなど、今後の事業展開が多角的かつ敏

速に行える環境が整った。 

 

＜法人の将来的な展開のための取り組み開始＞ 

こぶしの入所者は 60 歳を超える方が年々増え続けている。それに対し、現在の施設では

高齢者対応のための十分な設備になっていない。また、介護・介助のための知識・技能を持

つ職員は少なく、必然的に医療的ケアが行える環境はほとんど整っていない状況である。 

一方、世の中の時流として社会福祉法人による社会貢献や地域活動が求められている。既

に東久留米市・練馬区・清瀬市の各自治体や町会と連携しながら地域活動を進めているとこ

ろであるが、今後は単なる協力ではなく、誰もが自然に触れ合いながら暮らせる地域づくり

を龍鳳では一つの事業として模索し始めている。 

以上 2 つのことから、法人の将来的な取り組みのための調査・検討を行った。 

◎生涯活躍のまち（日本版 CCRC ）の検討 

高齢や障害・児童など異なる福祉サービスをケアしながら、地域住民や学生など多世代の

人々と交流ができる、誰もが自然と触れ合いながら暮らせる「生涯活躍のまち」づくりにつ

いて調査・検討を行ってきた。具体的には、先駆的に進めている社会福祉法人佛子園（石川

県）や首都圏各所の複合福祉施設、またサービス付高齢者住宅や地域密着型特養など次世代

型高齢者施設などの視察を行ってきた。当法人が運営可能な事業について試算や研究を行い、

次年度以降の共生社会に向けた計画の足掛かりとなる情報収集ができた。 

 

＜法人規程の整備＞ 

年度ごとに改正される報酬制度と、働き方改革などの社会的動向に照らし合わせた法人制

度の整備・更新は必須なことである。 

主に平成 30 年度では以下の定款追記や規程改訂、新規程の制定などを行った。 

˗ Ḹף 
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①たんぽぽ建物購入に伴う定款（基本財産）追記 

②職員採用のための夜勤手当の制定（職員給与規程、同運用細則） 

③クレジットカード決済に対応するための経理規程改訂 

④災害時対応のための職員住宅規程の制定 

⑤行政指針に合わせた虐待防止規程の改訂 

⑥職員健康診断等の文面化と職員家族（同居子ども）のための衛生管理規程の制定  

 

２、 人事配置 

＜入職者 と 離職者＞                 ※3 月３１日付退職者を含む。 

 こぶし たんぽぽ 本部 合計 

入職者 11 名 3 名 0 名 14 名 

退職者 5 名 1 名 0 名 6 名 

増減 6 名 2 名 0 名 8 名 

※休職者 4 名（病気療養・出産育児） 

 

３、 ライフパートナーこぶし 

① 職員状況 

中途採用にて男性職員を 4 名確保し、概ね理想とする職員体制を築けた。半面、女性職員 2 名

が産休に入り、一時的に女性職員が不足した。5 月より看護師を 1 名増員し 3 名体制となり、

ほぼ年間を通して看護師が勤務できる状態となった。 

☆年度末職員数 47 名 

施設長・1  サービス管理責任者・1  相談支援専門員・1   

支援員・30 （男性 10  女性 20 ） 

栄養士・1  看護師・3  作業療法士・１ 事務・3  営繕・整備・3  

休職者（育児）・３ 

 

② 利用者状況 

○ 入退所状況 

 入所者 退所者 

5 月  ○生活介護 女性 1 名（死去） 

８月 〇就労 B 女性 1 名  

11 月 〇就労 B 女性 1 名  

1 月  〇就労 B 女性 1 名（精神状況の悪化） 

3 月  〇就労 B 女性 1 名（就労移行事業所へ） 

 

☆年度末利用者数 
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 入所 生活介護 就労Ｂ型 

定員 30 名 35 名 10 名 

年度末利用者数 30 名 38 名 9 名 

年度内増減 ０名 - 1 名 1 名 

 

○ 健康状況 

今年度は、看護師増員や消毒の徹底など環境整備の効果があり、利用者のインフルエンザ罹患

者は無かった。入院については、肺炎と腸炎で 2 名の利用者がそれぞれ２週間ほどあった。 

女性の入所利用者の平均年齢が 55 歳を超え、認知面や機能面の低下が顕著な利用者や認知症

と診断される男性利用者もおり、高齢化対策が喫緊の課題である。 

○ 利用稼働率 

事業名 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

施設入所 94.4 ％ 95.2 ％ 96.3 ％ 97.3 ％ 

生活介護 95.6 ％ 96.7 ％ 94.7 ％ 96.9 ％ 

就労 B 型 73.4 ％ 78.4 ％ 93.2 ％ 92.7 ％ 

短期入所 60.1 ％ 58.9 ％ 55.1 ％ 46.1 ％ 

 

③ 平成 30 年度努力・成果指標に対する評価 

(ア) サービスの質の向上 

○ 強度行動障害の方向けの活動グループを開始した。その結果、生活面でも改善が見られ

るようになり、不適切な行動も減少した。 

○ 他事業所や行政からの紹介などが増え、短期入所の登録が 25 名あり、年度後半より稼

働率が激増した。 

(イ) サービス提供職員の資質向上 

○ 作業療法士よりリハビリや高齢者支援について、現場で職員に対してレクチャーする機

会を設けた。作業療法士勤務以外の日にも、徐々に支援員や看護師がリハビリを行うこ

とが可能になった。 

○ 清瀬事業所では、外部販売を強化し売上増加した。工賃も、年度末にはボーナスを支給

するなど少しではあるが、平均工賃を上げることができた。 

(ウ) サービス提供環境の改善 

○ 中途採用により男性職員を 4 名確保したことにより職員の業務負担を軽減させることが

できた。また看護師を 1 名増員した結果、増加する通院対応や感染症対策に効果が得ら

れた。 

○ 職員確保のお陰で、部署間で違いはあるものの有休取得率が向上した。 

(エ) その他新規取組 

○ 利用者をどのような存在として見るのか？をテーマに利用者一人ひとりの良い所を発見

し、それを職員全員がシートに書くという取り組みを行った。ご家族や後見人様にもコ

ピーを郵送したが、数名の方からお礼のお手紙や直接感謝の言葉を頂けた。  
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４、 たんぽぽ 

職員状況（平成 3 １年 3 月 31 日現在） 

☆年度末職員数 １6 名 

施設長・1   サービス管理責任者・1   支援員・9 （男性 2  女性７） 

事務・１    運転手・２ 看護師・１   嘱託医・１ 

  

 年度途中での離職者はなく、１２月に職員が１名増加となったので、人数に余裕をもって支

援や業務を進めることができた。 

職員 入職者 異動・退職者 内容 

4 月 

男性 1 名  中途支援員 採用 

女性２名  
中途支援員 採用 

支援員 こぶしより異動 

１２月 女性１名  中途支援員 採用 

３月末  女性２名 
中途支援員 退職（１年） 

支援員 本部へ異動 

合計 男性１名、女性３名 女性 2 名  

＜３月末の退職者・異動者について＞ 

１名は、親の介護のため、やむなく退職となった。 

１名は、体調を崩して支援を行うことが困難となり、本部に異動となった。  

 

②  利用者状況（平成 31 年 3 月 31 日現在） 

利用者 入所者 退所者 内容 

４月 
就Ｂ 男性１名 

   就Ｂ 女性１名 
 

在宅から 就Ｂへ 

他事業所から 就Ｂへ 

５月  就Ｂ 女性１名 入所施設へ 

6 月 就Ｂ 男性２名  在宅から 就Ｂへ 

7 月 就Ｂ 女性１名  他事業所から 就Ｂへ 

１０月 
生介 男性１名 

 

 

就Ｂ 男性１名 

他事業所から 生介へ 

入所施設へ 

１2 月 就Ｂ 女性１名  他事業所から 就Ｂへ 

2 月 就Ｂ 女性１名  他事業所から 就Ｂへ 

合計 

就Ｂ 男性３名 

就 B 女性４名 

生介 男性１名 

就 B 男性１名 

就 B 女性１名 

就Ｂ：５名増 

生介：１名増 

たんぽぽ利用者 最終合計  ３５名  （就 B 2 ６名、生介９名） 

・入所者については、在宅及び他事業所からたんぽぽの就労 B に移られた利用者が多く、い 

 ずれの方も楽しく通所されている。 
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・退所者については、お二人とも都内の入所施設に入られた。 

・福祉事務所の方や口コミで、たんぽぽを紹介して下さる方も増えており、更に、利用者本

人の夢の実現や将来を見据えたサービスを提供していきたい。 

   

③  利用稼働率（対 現員実績） 

事業名 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

就労継続支援Ｂ型 79.3 ％ 87. １％ 81. ７％ 

生活介護 7 8.6 ％ 77. １％ 77.1 ％ 

 

◎利用者の数は増えているものの、利用率が下がっている。ショートステイの活用や家  

庭都合によるもの、ご本人の体調不良などによる欠勤が主な理由になっている。  

 

④  平成３０年度努力・成果指標に対する評価 

【サービスの質の向上】 

○ 知的障害だけでなく、難病や身体障害の方も受け入れてきた。利用者の安全を第一に考

え、環境整備と十分な見守りを行っている。（重大事故ゼロ）。 

○ 利用者の意欲向上のための改善や工夫を重ね、受注の作業を増やしたり、自主製品の開

発を行ったりして取り組んだ結果、就労による年間収入が１１６万円増額となった。  

○ 企業見学や実習・面接を経て、一般就労することができた方が１名おり、たんぽぽ始ま

って以来、初の一般就労になった。他の利用者も良い刺激を受けている。一般就労にむ

けて、企業見学・実習を体験した利用者は計４名。 

○ 生活介護では、同じ活動や作業を繰り返し経験することによって、先の見通しをもって

意欲的に行動できる利用者が増えてきている。運動器具やドラムセットを活用すること

で、運動プログラムや音楽療法をさらに充実させることができた。 

【サービス提供職員の資質向上】 

○ 利用者の権利擁護（虐待防止）の取り組みにおいて、研修課主導での研修と「職員のス

トレスチェック」および「虐待防止チェックシート」を行い、自身の振り返りと職員の

意識向上を図った。 

○ 毎月行う講師を招聘しての研修会では、事例をもとに障害の理解と支援の方法について

話し合い、職員の共通理解を図るとともに、支援のスキルアップにつながっている。  

○ 職務を通してのＯＪＴを推進し、担当者による指導を通して新人職員の育成を図った。

支援や業務マニュアルの作成・改善を繰り返し、指導に役立てていく。 

【サービス提供環境の改善】 

○ 事業所の経営について、保護者アンケート（第三者評価と同じ項目）を行い、職員アン

ケートと合わせて評価を行った。 

○ 地域ボランティアの募集を積極的に行い、行事や日々の活動に参加していただいた。新

規の方は３名。日常的に来所いただいている方は７人。たんぽぽまつりには２０数人の

ボランティアにお世話になった。 
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 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

収入 329 百万円 332 百万円 341 百万円 342 百万円 339 百万円 352 百万円 

支出 250 百万円 241 百万円 267 百万円 285 百万円 290 百万円 298 百万円 

収支差額 79 百万円 91 百万円 74 百万円 57 百万円 49 百万円 54 百万円 

 

※ 収入：基本報酬 + 加算報酬 + サービス推進費   

※ 支出：人件費、事務費、事業費 

 

 

 

  

 平成２５年度 平成２６年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

全体額 291 百万円 299 百万円 361 百万円 376 百万円 432 百万円 455 百万円 

本 部 87 百万円 73 百万円 109 百万円 92 百万円 116 百万円 117 百万円 

こぶし 172 百万円 191 百万円 219 百万円 249 百万円 278 百万円 296 百万円 

たんぽぽ 32 百万円 35 百万円 32 百万円 ３５百万円 38 百万円 42 百万円 

※日常の運営費、小口現金以外は、可能な限り定期預金に貯入している。 

 

3 各施設の報酬額と人件費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本の収入となる「報酬とサービス推進費の合計額」の推移 

寄付金収入 548 万円 
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人件費の推移 

6 月と 12 月は、賞与 1.7 か月と勤勉手当を支給した。3 月に特別手当 0.2 か月を支給した。賞

与と勤勉手当の合計は、個人差があるが約 5 か月分の支給となった者が多い。4 月と 10 月が他の

月より多いのは、通勤手当を 6 か月分一時に支払っているからである。今年度は、毎月 1 千万円余

と人件費に大きな変動はなかった。 

 

こぶし 主な収入に対する人件費比率 

年間の主な収入 約 2 億 5 千 2 百万円 

年間の人件費支出 約 1 億 4 千 2 百万円 

人件費比率 5 6 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活介護、B 型ともに登録者が増えているため、収入額としては、昨年度より 400 万円あまり

増収であった。 
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6 月と 12 月は、賞与 1.7 か月と勤勉手当を支出した。3 月に特別手当 0.2 か月を支給した。

賞与と勤勉手当の合計は、個人差があるが約 5 か月分の支給となった者が多い。4 月と 10 月

が他の月より多いのは、通勤手当を 6 か月分一時に支払っているからである。 

たんぽぽ 主な収入に対する人件費比率 

年間の主な収入 約 6 千 1 百万円 

年間の人件費支出 約 4 千 7 百万円 

人件費比率 78 ％ 
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きよせ 主な収入に対する人件費比率 

年間の主な収入 1, 457 万円 

年間の人件費支出 1, 407 万円 

人件費比率 9 6.6 ％ 

 

 

（４）法人全体の主な収入と人件費 事業活動収支差額の推移 （以下 単位 百万円） 

障害福祉サービス等事業収益（収益事業を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 24  25  26  27  28  29  30  

 281 294 300 308 344 340 366 
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人 件 費  
   

    

 
24  25  26  27  28  29  30  

 144 151 165 181 212 208 227 

 51.24% 52.05% 55.02% 58.71% 61.62% 61.18% 67.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
  

  24  25  26  27  28  29  30  

  79 80 85 74 41 51 38 

 

 たんぽぽ建物取得費 22,059,000 円 

 

平成 30 年度末の福祉充実残額    4,650,000 円 

役員報酬額 限度額 7,000,000 円 実績額 6,595,836 円 

 

 平成 30 年 4 月 ・職員昇給（ほぼ全職員） 

・入職式（2 日） 

・新任研修（2～6 日） 

・行政機関・福祉事務所 挨拶 

・東久留米市氷川台自治会 総会（8 日） 

・臨時理事会（文書・電磁的記録による） 開催（11 日） 

・臨時評議員会（文書・電磁的記録による） 開催（19 日) 

5 月 ・新卒採用選考 

・人事考課 当初申告面接実施 
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・各調査 回答 

・福祉充実計画 作成 

・監事監査（金）（10 日、11 日） 

・定例理事会 開催(27 日) 

・評議員選任・解任委員会 開催（28 日） 

6 月 ・新卒採用選考 

・新規事業 候補地・所有者訪問 

・たんぽぽ建物設備 確認立会い 

・定例評議員会 開催（17 日） 

・社会福祉法人佛子園 視察（石川県 20・21・22 日） 

・たんぽぽ建物 売買契約（28 日） 

・電磁的理事会（文書・電磁的記録による） 開催（29 日） 

7 月 ・職員採用選考 

・東久留米市社会福祉法人連絡会、氷川台防災訓練 参加（6 日） 

・練馬区 施設利用説明会 参加（10 日） 

・町田市複合福祉施設（CCRC） 視察（11 日） 

・東久留米市オンブズマン総会 参加（12 日） 

・電磁的評議員会（文書・電磁的記録による） 開催（17 日） 

・東京都福祉保健局 指導検査（23・24 日） 

8 月 ・新卒採用選考 

・清瀬市障害福祉部長 訪問（6 日） 

・武蔵野市福祉複合施設視察（6 日） 

・障害活躍のまち推進協議会 訪問（10 日） 

・清瀬市社会貢献事業協議会（28 日） 

・富士見市地域密着型特養視察（30 日） 

9 月 ・新卒採用選考 

・グループホーム候補地 現地視察 

・清瀬市社会福祉協議会 訪問（12 日） 

・海外青年協力会 清瀬候補地 現地確認（12 日） 

・清瀬市サービス付高齢者住宅 視察（19 日） 

・小平市社会福祉法人未来 視察（26 日） 

・氷川台 要救護者避難委員会 参加（28 日） 

10 月 ・氷川台自治会 NHK 取材（4 日） 

・青梅市青梅学園 視察（11 日） 

・清瀬市企画課 新規事業打ち合わせ(15 日) 

・FM ひがしくるめ 放送内容打ち合わせ（17 日） 

・東京都 指定事業者説明会（22 日） 

・職員住宅候補物件 下見(23 日) 

・グループホームやすらぎ会議 参加（24 日） 
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・定例理事員会 開催（28 日） 

・日野市高齢者住宅 視察（29 日） 

・東京都福祉保健局指導検査 改善報告（30 日） 

・新業務システム 業者打ち合わせ（30 日） 

11 月 ・新卒採用選考 

・東京都福祉保健局指導検査 指導報告（7 日） 

・電磁的理事会（文書・電磁的記録による） 開催（18 日） 

・電磁的評議員会（文書・電磁的記録による） 開催（27 日） 

・グループホームやすらぎ会議 参加（20 日） 

・清瀬市新規事業土地所有者 訪問打ち合わせ（21 日） 

・新規事業 設計事務所 訪問打ち合わせ（26 日） 

・清瀬市社会貢献協議会 参加（27 日） 

12 月 ・新業務システム 業者打ち合わせ（3 日） 

・清瀬市企画課 訪問（7・27 日） 

・たんぽぽ建物設備立会い、人事採用選考（12 日） 

・こぶし建物設備 立会い（13・19・21 日） 

・次年度 年間予定作成 

１月 ・新卒採用選考 

・グループホームやすらぎ会議 参加（8 日） 

・新規事業 飲料製造販売打ち合わせ（15 日） 

・清瀬候補地 現地確認（21 日） 

・FM ひがしくるめラジオ回覧板 放送、臨時理事員会 開催（24 日） 

・東久留米市社会福祉法人地域貢献協議会 参加・発表（24 日） 

・清瀬市社会福祉協議会 地域活動資金講座 参加（31 日） 

2 月 ・新卒者就職フェア説明会 参加（1 日） 

・ユニワールド産業 飲料事業 譲渡契約（13 日） 

・地域における公的な取り組み実践 参加・発表（14 日） 

・マザアズ東久留米、ケーキ工房シャモア 訪問（19 日） 

・グループホームやすらぎ 理事会参加（20 日） 

・グループホームやすらぎ 職員会議参加（26 日） 

3 月 ・人事考課 年度末面接実施 

・新業務システム 業者打ち合わせ 

・福祉施設・新規事業製造所 訪問 

・定時理事会 開催（16 日） 

・評議員会 開催（24 日） 

 


